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エルガク

ひとりブツリガクのチョウセン

　

エイゾウ

　

　

　

　

はじめに

　

　わたしは、ズイヒツをネンにニカイテイドシュッパンしている。はじめは、みのまわ

りのヘンカなどをかいていたが、ダンダン、シャカイケイザイのはなしや、ブツリガク

テキなはなしがおおくなってきた。ニュートンがりんごのみがおちるのをみて、ホウソ

クをみいだしたのにちかい。わたしは、センタクキをみて、ウチュウをかんがえた。

　それが、ロクサツシュッパンするなかで、イッサツのブンリョウにタッしたので、ま

とめてみた。このあともギロンはつづく。だから、またまとめなおすか、ツイカシュッ

パンすることになろう。

　はっきりいってここでのギロンはカッテリュウである。わたしは、コウコウでブツリ

をまなばなかったし、ダイガクもリケイガクブにかよわなかった。しかし、シャカイや

ニンゲンをケンキュウするよりも、もののホウがタンジュンである（カガクシキをかい

てみたらよい。）。だから、イチからケンキュウするにはとっつきやすいとおもっている。

それなりにまじめにギロンしているつもりである。しかし、たまに、あとでそうではない

ということがある。まちがうのもギロンをすすめるためにユウコウとおもっている。テ

イセイはしたいとおもうが、かならずしもされているとはかぎらない。

また、このケンキュウブンヤをかりに、「エルガク」となづけた。「ブツリガク」でもよ

いのだが、わたしがカッテにやっているのだから、「ブツリガク」ではない。といわれる

のをあらかじめふせいでいる。

　また、このチョショは、タイケイカされていない。ジケイレツでギロンをならべただ

けである。いずれできたらそういうチョショもだしてみたいとおもうが、いまはまだそ

のときではないとおもう。

　

　　ニセンジュウキュウネンハハチガツなのか

　

　

　

　

イチ、『アルクカラカンガエル（イカ、「ア」）』ヒャクジュウゴ

　

きのうにてがみを おくることを かんがえたり、あしたなら ジョウケンシダイでタッセ
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イカノウだ。だが、きのうのジブンがいないからとどかないだろうとか。ジカンってい

うのはウンドウリョクなんだとおもう。だからイチ「ロコモーティブ」ではかれると。そ

ういうのはむかしからで　チキュウのカイテンではかっている。そこまでおおきなウン

ドウだと　なかなか　イチニチすすめるのは タイヘンだがまぁ、イチニチたつだろう。

ま、ひかりなんかでおなじようにかんがえている。

　

ニ、『ア』ヒャクジュウロク

　

ウチュウのレキシをカセットテープが サイセイするとしたら、「オートリバース」にし

たらウチュウはおわらない。シィディだとちょっとまがあく。ただ、カセットテープの

ばあい、ギャクむきにカイテンさせないといけない。エンドレステープがもっともよい

かもしれない。

サン、『ア』ヒャクゴジュウイチ

　

なぜウチュウがひろがるか。タブン ウチュウのなかでのダンスがはげしすぎて、ウチュ

ウのそとにもエイキョウをおよぼし、おどることを、ヨウセイしてしまうのだろう。だ

から「ダンスする」ウチュウはひろがっていくと。チキュウジョウでも、「ジンセイ とい

うダンス」がくりひろげられている。

　

よん、『ア』ヒャクロクジュウサン

　

「ジュウリョク」というのは そもそもないのだとおもう。じゃあなぜ　りんごが きから

おちるんだという。それは カイテンのチュウシンに　むかうちから だと セツメイする。

チキュウが ジテンしているカイテンジクのチュウシンにむけて うごいた と いえるだ

ろう。それをわたしは「うずまきリョク」という。しおのうず（うみの）のヨウリョウ

だ。そうすると、なぜチキュウや カセイなどのワクセイが タイヨウのまわりを　まわる

かセツメイでできる。つまり うずをまいている ということだ。でも それじゃワクセイ

は タイヨウのホウに イドウして ぶつかるじゃないかというかもしれない。しかし、タ

イヨウは エネルギーというかひかりをはなっている。そのひかりのちから、おもさとい

うか、でキョリをたもてる。だから、タイヨウがエネルギーをハッしなくなったら、そ

れを「ブラックホール」というかもしれないが、チキュウをはじめ、タイヨウケイのワ

クセイは、シダイにヘンカしたタイヨウに ちかづきショウトツしてしまうだろう。つま

り、「りんご」もチキュウの ジテンにヒッテキするちからがくわわればおちない。ただ、

それがないだけだ。だから、チキュウのジテンがなくなれば、ひとはチュウにうくよう

になるだろう。でも、ニュートンのジダイには、テンドウセツがまだはばをきかせてい

て そういうことをいいづらかったのだとおもう。だから、ダキョウとしての、「ジュウ

リョク」だったのではないだろうか。もっとも わたしはニュートンについてくわしくな

いので、ジカンがあったら しらべようとおもうが、ニュートンがどうかんがえたかは セ
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イカクにはわからない。

でも、こうかんがえるようになって、なぜ ワクセイが カイテンするのかというなぞがと

けた。「かみ」の なせるわざだとかかんがえなくてすむようになった。

　

ゴ、『ア』ニヒャクキュウ

　

「クウチュウテイエン（そらにうかぶ テイエン）」など できるものか、などとおもってい

たが、できるのがわかるといろいろモンダイがでてくる。ニッショウケンとか。ま、カ

イケツはカノウとおもうが、というより、クウチュウはだれのものか、というギロンに

なる。ま、いまのところ、クウチュウのいえのケンセツヒヨウが ヒャクオクエンはかか

るとおもうので、あまりモンダイにならないが。

　

ロク、『むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ（イカ、「む」）』ジュウシチ　

　

ベツに「かみ（さま）」はヒテイしないが、わかいころは、なぜ チキュウがまわっている

かセツメイできなかった（そのセツメイは、●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）。そ

ういうバカになんかわるいことをふきこめば、いい（よくないが）キョウキになってい

たかもしれない。だから、なんかをふきこまれても、「わからない。」といい、わかるま

で まつのがかしこいとおもう。たしかに、だれかにきけばおしえてもくれるだろうが、

まぁ、そのひとに「でしいり」するようなものだ。

　

なな、『む』ニジュウ

　

「なんで いきているのか」ととわれたとき、「なぜ」というイミなら、「なにかをたべるか

ら」とこたえ、「なにが」「いきさせるのか」なら、「ブッシツがうごけるから」とこたえ

る。そのこたえだと、もし、ブッシツがうごかないようだったら、「いきられない」んだ

ろう。たとえばまわりのオンドがひくいとか（それだとブッシツのジョウタイがコタイ

ばかりになる）。そういうブッシツが「うごける」ジョウケンがあるからいきられると。

エキタイやキタイだとブッシツはうごけるカノウセイがある。だからタイヨウからとお

い カセイより、スイセイ、キンセイのホウがセイブツはみつかりそうだとおもうが、そ

ういう、エキタイセイブツとかキタイセイブツはソウテイガイなのだろうか。

　

ハチ、『む』サンジュウヨン

ジカンを「エル（アルファベット）（ロコモーティブ）（●イチ、『ア』ヒャクジュウゴ）」

ではかるとしたら、キオンがとてつもなくひくくなれば、セイブツはウンドウが（つま

り、キタイ、エキタイがトウケツして）テイシされるだろうから、いきられない（●な
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な、『む』ニジュウ）というかジカンがそのコタイについてはながれない。だから、ある

テイドのキオンのたかさがあれば、ニンゲンは（いきられる）うごける、つまり「エル」

であるが、きびしいジョウケンでは「エル」にはならない。

ニンゲンのイッショウをかりに「エル」とすると、そのナイヨウは、ニジュウヨン（ジ

カン）かけるサンビャクロクジュウゴ（ニチ）かけるハチジュウ（ネン）になる。ケイサ

ンすると、ナナジュウマンハッピャクである。

このスウジを、ウンドウのおそいジョウケンでかんがえてみる。たとえば、ハチわりの

はやさだったら（さむいところなどで）、「エル」はドウイツジョウケンとしてかわらな

い（ウンドウのソウリョウはかわらない）が、ソウリョウがナナジュウマンハッピャク

としても、そのウンドウ（ソウリョウ）をカンリョウするのに、ハチジュウナナマンロ

クセン（ヒャクサイ）かかることになる。つまり、テイオンでセイゾンしたほうが、ウ

ンドウのソウリョウはかわらないとしても、ニジュッサイながくいきられるカノウセイ

がある。つまり、さむいくにのホウが、ながくいきられるということである（ジッサイ、

みなみのくにより、キタのくにのホウがながいきである。）。

　

キュウ、『む』ハチジュウハチ

　

ビーダマをなにかのまわりでシュウカイ（まわる）させようとすると、タイヘンなエネ

ルギーがヒツヨウであろう。デンキでうごくくるまをつけてまわす ではいけない。その

ものを まわすのだ。チエシャならもっといいアンをかんがえるかもしれないが、タブン

センタクキのようなところにいれてしまえば、まわりつづけることができるだろう。そ

れだって ケッコウなエネルギーだが。つまり、あるクウイキがまわっているというかん

がえかたをすれば、チキュウのコウテン（レヴォリューション）をセツメイできる（チ

キュウが「まわっている」のではなくて、クウイキが「まわる」とかんがえる。これが

わたしのチョショ『アルクカラカンガエル』でとなえたクウカイロンである。ダイニテ

ンドウセツといえるかもしれない。●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）。このばあい、

「センタクキのカイテンリョク」、もっといえば、「モーターのカイテンリョク」がわたし

のいう「うずまきリョク」である。チドウセツ（ビーダマはうごく）、テンドウセツ（ク

ウイキがうごく）でもある。

チキュウがコウテンするのはセツメイできるが、「うずまきリョク」とはなにかという

のがまだセツメイできていない。タイヨウが それほどのエネルギーをもつのかというの

は、ビーダマをまわすジッケンをすればわかるが、ソウトウなエネルギーだとおもう。

　

ジュウ、『む』ヒャクロクジュウサン

　

「みずはジュンカンする」などという。タンジュンにいえば、チジョウのみずがジョウ

ハツして、あめになってふるというものである。たしかにフロにはいっていると みずが

ジョウハツしたのか テンメンにしずくができる。しかし、なぜそうなるのか。ショウ
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ガッコウでは、みずはヒャクドシーでジョウハツするとおそわった。ヒャクドシーでキ

カするというわけである。ジッサイにフットウさせて、オンドケイではかったおぼえが

ある。

だが、フロのゆはヒャクドシーにカネツするわけではない。せいぜいヨンジュウゴドシー

だ。うみやいけのみずだってそうだ。ヒャクドシーにカネツされるわけではない。なのに

なぜジョウハツするか。ひとつのかんがえかたは、ネツが ブブンテキにヒャクドシーに

タッして、みずがジョウハツするというかんがえかただ。もし、そのようにネツがイッ

カショにあつまるのなら、そのブブンでないみずは ネツをうばわれてニジュウドシーと

かに（もとのスイオンがサンジュウドシーだったとする）なるのではないか。もうひと

つのかんがえかたは、ヒャクドシーでみずはキタイにかわるというのは うそ（うそとい

うかヒャクドシーでキカがカンリョウするというところだろう。ヒャクドシーでもジョ

ウハツするとか。）で、ジョウオンでも みずはキカするというものである。

たしかにヒャクドシーでジョウハツする。だが サンジュウドシーでもジョウハツすると

かんがえる。どういうことかというと、みずは キオンよりオンドがたかければ、ジョ

ウハツするし、キオンより オンドがたかくなければジョウハツしない となる。これな

ら、なぜホッキョクのホウでゆきがふるのかをセツメイできる。なぜゆきがふるか。そ

れは、ふゆにゆきがふるチイキでは、キオンよりスイオンのホウがたかいことがおおい

のだ。だから、みずがジョウハツして、サイドひやされてゆきがふるということだ。み

ずのジョウハツがヒャクドシーでおこるとかんがえていたら ゆきがふることをセツメイ

できない。

　

ジュウイチ、『よろこぶゲンシジン（イカ、「よ」）』ジュウゴ

　

「ジカン」とはなにかというといには、あるブッタイがあるキョリをイドウするのにかか

るまだとこたえられる（●イチ、『ア』ヒャクジュウゴ、ハチ、『む』サンジュウヨン）。そ

れで、テンタイのイドウをカンサツして、「ネン」、「ゲツ」、「ニチ」、「ジ」、「フン」、「ビョ

ウ」とはかれるようにしている。あまりテンタイをみないひとは、とけいのうごきのホ

ウがわかりやすいかもしれない。「フンシン」がうごいたら、それがうごくまえより「ジ

カン」がおおきくなっていると。

「もの」がイドウするばあいには「ジカン」というガイネンでかぞえることはカノウだ

というのにタイテイイギはないだろう。しかし、それが「ジョウホウ」だったらどうか。

あるデンシブンショがベツなところにおくられるのに、それを「ジカン」がかかるとい

えるのか。

いまのジョウホウギジュツではチキュウナイであれば、ほぼすぐさまおくられるのであ

る。むしろサイキンは「ラグ」などという。そういえばむかしはチキュウのうらからの

ジョウホウが、キタイされているよりおくれることがあった。なぜおくれるか、デンキの

ながれにムダがあったり、ほそいケーブルでつないでいたりしたために、「ジュウタイ」

のようになっていたのだろう。それをおもいだすと、「ジョウホウ（もっというとデンキ

になってしまうが）」のイドウもやはり「ジカン」がかかるといえそうである。
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もし、イドウにカンしてまったく「ジカン」がかからないでカンリョウするなら、もう

イドウするジュンジョで（もっともはかりづらいだろうが）ケイソクするしかない。ト

シにいるひとのコウドウをジュンジョづけてハアクするのににている。そんなかんじで

はほとんど「とき」というガイネンがむずかしくなる。それでも「とき」をセイリツさ

せようとすれば、なにかのブッタイやジョウホウをどこかにイドウさせて（ゼンテイで

はすぐというか「ドウジ」についてしまうのだが）わずかなずれをさがして、「ジカン」

や「とき」にするんだろうか。もっというなら、ドウジにつかないジョウケンをさがす

だろう（たとえば、かがみをタイリョウにつかって、あたかもチョウキョリをイドウさ

せたかのようなやりかたで。）。そうしないと「とき」だとか「ジュンジョ」がむずかし

くなるのである。

かりにそういう「とき」のない（すべてイッシュンですんでしまう）カンキョウができた

ら、ニンゲンはブッシツのイドウがイッキにすすみ、あっというまにしんでしまうかも

しれないし、ブッシツのイドウをいつでもできるからと、うごかすことをせず、いつま

でもいきるかもしれない（いまのところ「シ」はコクフクされていないので、ゼンシャ

かとはおもうが［ヨダンだが、ひとりのニンゲンがしぬまえに、そのひとのサイボウを

セッシュしバイヨウしてそだてれば、とりあえずまだいきていることにもなる。モンダ

イはジョウホウのイテンだ【ジョウホウをイテンしないとなまえすらわからない。】。］。）。

ニンゲンのジュミョウはハチジュッサイがセンシンコクではヘイキンテキだが、ブッシ

ツのイドウがはやくなると、あっというまにしんでしまうということだ。「シ」までの

ショリがシュンジにおこなわれるからだ。タンジュンにいえば、ジカンリョコウをする

のは、なまけものじゃないと（すぐにしんでしまうから）たえられないのではないかと

いうこと。そういうわたしもよくねるなまけものである。タブンねなかったらしんでし

まう。ドウジにイドウできるなにかは「ある」が、それはしんでしまっていると、また

なまけものは「うごかない」。「デッド」か「セキゾウ（モノ）」がジソウはできないもの

の、かつてジソウしていたかもしれないなにかだろうか。ソクドがサイコウの「ドウジ

にトウタツする「ブッタイ」はあるかもしれないが、「あった」のホウがテキセツかもし

れない。そのブッタイは「しんでしまう」ゆえにみつからない（「シタイ」はあるだろう

が。）。たとえば、なにかのおきものがそうかもしれない。おきものになるまえはイドウ

していたと。

「シタイ」や「セキゾウ」からもういちど、サイコウのソクドをもブッタイにすることは

むずかしいであろう。ただジンルイは「ひかる」ワクセイをつくりだしているからフシ

ギだ。ニンゲンがつくる「セキゾウ」もキョウミぶかい。ゲンリョウからジンコウテキ

につくられたものだが、それにもソクドをつけたりする。バイクやロケットである。し

かし、「シタイ」にソクドをつけているようなきがする。

　

ジュウニ、『よ』ニジュウイチ

　

「タイムマシーン」というのはよくワダイにだされるはなしである。タブン「できない」

けどあったらおもしろいものとかんがえられているだろう。たしかに「ジカンリョコウ」
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はむずかしい。しかし、のぞくことならできそうである。タンジュンにいうと、チキュ

ウからイチコウネンはなれたところにかがみをおく。そうするとチキュウのあるイチニ

チのえ（えというよりドウガだろう）がイチネンかけてそのかがみにトウタツし、そこ

ではねかえった「え」がイチネンかけてチキュウにもどる。つまりどういうことかとい

うと、ニネンまえの「え」がみられるのである。

くわしくみるにはクフウがヒツヨウだろうが、まぁかがみをおくイチをかえれば、もっ

とちかいカコやとおいカコもみられるようになる。もっともすでにかがみがセッチされ

ていれば、そのキョリかけるニのブンのカコがみられる。そういう「え」をだれかがみ

ているとすると、ものごとのカイゼンがすぐにすすむのだろう。もっともその「え」の

みかたによっては「カコ」でセイカツすることもカノウかもしれない。ただしくいうと

スウネンおくれの「カコ」である。

　

ジュウサン、『よ』ニジュウロク

「ウチュウ」はウンドウタイであろう。チキュウもまわっているし（カクニンしたわけで

はないが）いろいろうごいている。しかし、「ウチュウ」のそとはどうか（わたしはかつ

て「か」となづけた。）。「ウチュウ」がウンドウタイだとすると、「ウチュウ」のそとはセ

イシタイではないか。アンガイ、「ウチュウ」のそとのむこうに、またウンドウタイがあ

るかもしれない。そうかんがえると、「ウチュウ」なんてキョジンのいえのセンタクキみ

たいなものかもしれない。

　

ジュウよん、『よ』ニジュウハチ

　

「ジカン」を「ジカン」たらしめているのはなにか。「ジカン」をロコモーティブ（エル）

ではかるとまえにかいた（●ハチ、『む』サンジュウヨン、ジュウイチ、『よ』ジュウゴ）。

ではなにがロコモート（イドウ）させるのか。

ニンゲンやドウブツはチキュウジョウではそれなりにうまくあるけるが、ウチュウでは

うまくあるけない。あるくというよりおよぐだろうが、それはおそろしくクツウなよう

におもう。なんらかのスイシンソウチがあったホウがカイテキだろう。

そのスイシンソウチについてかんがえると、「おもさ」でうごけるキョリがかわってく

る。ネンリョウはイッテイとする。つまり「ジカン」とは「おもさ」によってきめられる

メンがあるということだ。わたしはイゼンに「ジカン」のシツリョウのことをタイミッ

クとなづけた。ここでのギロンもコウギのタイミックについてだ。おもさをロコモート

させるにはネンリョウ（エネルギー）がヒツヨウである。おもさブンのエネルギー（ここ

ではマサツなどのこまかいジョウケンははぶく。）がすすむことのできるキョリになる。

つまりジカンである（チキュウのコウテンでイチネンをはかっている。）。

ただし、エネルギーがあっても、かならずしもすすむことにハツドウしているわけでは

ないとおもわれる。つまり、すすめるのにすすまないということだ。それがセイタイの

むずかしさだとおもう。おなじエネルギーリョウなら、シツリョウのちいさいホウがよ
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りジカンをもつ。ジカンとシツリョウをかけるとエネルギー（そのキョリをロコモート

するのにヒツヨウなエネルギー）がでる。それをタイミックというかはベツとして。

　

ジュウゴ、『よ』サンジュウニ

　

さきに

　

エル（ロコモーティブ［ウンドウリョク］）イコールダブリュ（おもさ）ブンのイー（エ

ネルギー）

　

のはなしをした（●ジュウよん、『よ』ニジュウハチ）。

　

　

　

　

これはわたしのばあい、エルをジカンともかんがえるから、

　

ジカン イコール ダブリュブンのイー

　

ともいえる（なぜティ［タイム］にしないかというと、かならずしもながれるわけでは

ないからだ。テイシしたら、タイムというのかわからないので。）。

　

しかし、どうやってそれがうごくかまではセツメイできない。うごかなかったらエルと

はいえない。だから、「ジカン」についていうときはただしいかもしれないが、うごくを

ネントウにおくとジャッカンテイセイがヒツヨウである。

うごくとはなにか。それはニンゲンのばあい、あるシツリョウをへらしてドウリョクに

かえることである。グタイテキにはタンスイカブツやサンソをサイボウがドウリョクに

かえることだ。かえたあとのものをコキュウやベンによりハイシュツする。サンソをと

りいれ、ニサンカタンソをだす。タンジュンなブンシキゴウのヒカクではだすホウが

シー（カーボン）のブンおおい。つまりそうやってドウリョク（サイボウタンタイをふ

くみ）をえるためにシツリョウ（シー）をへらしている。モチロンたべることをするの

でシツリョウはまたゾウカする。しかし、ウンドウメンにかぎっていえば、シツリョウ

はゲンショウする。ロケットのばあいはうごくたびにネンリョウをショウヒする。だか

らつかったネンリョウのブン、シツリョウはへる。そうやってウンドウをカイシするに

はシツリョウがイチジテキにせよへるのである。
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ジュウロク、『よ』ゴジュウニ

　

わたしがガクセイのころ、ウチュウのモシキズをみたことがある。それにはウチュウが

まるくえがかれていなかったが、わたしはまるいのではないかとおもう（キュウがた）。

コロッケのようなかたちだとしたら、ジョウゲからなにかちからがかかっていないとそ

うはならない。しかし、そのアツリョクとはなにかともおもう。かべでもあるのだろう

か。すくなくともケンキュウシャのあたまのなかにはある。

　

ジュウなな、『よ』ヒャクなな

　

ニンゲンのななわりはみずでできているという。それをエキタイとしてホジしている。

チョウドそういうオンドでくらしているからだ。だからもっとあついところ、たとえば

スイセイにいけば、ほぼジョウハツしてしまうし、さむいところ、たとえばドセイにいけ

ばほぼかたまってしまう。だからそういうところでいきるには、みずイガイのなかみが

ヒツヨウだろう。たとえば、タイヨウのちかくならキンゾクだ。キンゾクがエキタイに

なってからだをジュンカンできるだろう。ギャクにタイヨウからとおいところではチッ

ソのようななかみがいいだろう。やはりエキタイになってジュンカンできる。コキュウ

もかんがえると、あついところではスイジョウキをつかい、さむいところではニサンカ

タンソなどをつかう。このようにかんがえると、ウチュウジンは、キンゾクでできてい

たり、チッソでできていたりするだろう。みずでできたニンゲンはとりあえずできてい

るが、ほかはどうかわからない。

　

ジュウハチ、『よ』ヒャクゴジュウヨン

　

サンビャクニジュッサイまでいきるホウホウがみつかった。ちょっとうさんくさいから

ヒャクロクジュッサイにしておこう。ヒャクロクジュッサイとはどういうことか。レイ

サイからヒャクロクジュッサイまでのみちのりをあるくのににている。つまりヒャクロ

クジュッサイブンうごくわけだ。もちろんサイボウなんかがうごくはやさをかえられる

わけではない。

「ジカン かける はやさがみちのり」という。ジカンやはやさがニバイになれば、ニバイ

のみちのりをすすむことができる。だからバイソクでうごければ、ニバイいきるように

なる。それがコウリツカにもつかわれる。ここでの「コウリツカ」とはキギョウカツド

ウのである。だからガッコウでは「はやく」とせかされる。はやくできるホウがほめら

れる。しごとがはやければ、チンギンをすくなくしたり、しごとリョウをふやしたりで

きる。それはケイエイシャにとってわるくない。だから、ガッコウにニバイソクコース

をつくればよい。と『アルクカラカンガエル』でいった。

しかし、ソクドだけではない。ジカンをニバイにしてもニバイのみちのりをあるける。

そのジカンとはなにか。ツウジョウはチキュウがイッカイまわってイチニチである。そ
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のイチニチをバイにできるかというと、それはむずかしい。とけいのニジュウヨジカン

のあいだにニカイまわるということだからだ。それはいってみると、ガイブのモンダイ

だ。シゼンカガクテキなモンダイだ。ではそうでない「ジカン」とはなにか。ジブンが

イシキするまである。それをもっとこまかくすれば、どういうことかというと、コウツ

ウジコのシュンカンにゆっくりものがうごくようにみえるというぐあいにである。イチ

ビョウのあいだにニビョウブンのこまかさをもてばいいのである。コンピュータでいえ

ば、サンプリングをニバイすればいいということだ。ベツにそれはいそぐわけではない。

ただニビョウブンのしごとができそうというはなしである。

それができればツウジョウハチジュサイまでいきるところを、ヒャクロクジュッサイブ

ンいきるということができるだろう。ちなみにサンビャクニジュッキロのはやさですす

むくるまがあっても、それだとヒャクロクジュッキロにかんじてしまうが、それでおそ

いとおもうなら、ロッピャクヨンジュッキロでるくるまをつくればいい。

　

ジュウキュウ、『よ』ヒャクロクジュウニ

　

むしがわたしのコップのなかにはいっていた。キュウシュツしてみたが、どうもフッカ

ツするきざしがない。スイシ、イチである。なぜ、むしがコップのなかにはいるか。ニ

ンゲンをみればわかる。きもちいいだろうとおもって、かわやプールにはいるのである。

むしだってそうなのだろう。しかし、ときにジコがおこる。ニンゲンだっておぼれるの

だ。むしにしたってそうなのだろう。このなつはヨンケンぐらいキュウシュツした。ザ

ンネンながら、イッケンをのぞいて「デキシ」である。

　

ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュウヨン

　

なぜタイヨウのまわりをワクセイがまわるか。それは、コウセイをチュウシンにまるで

うずをまくようなちからがはたらいているからだろう。わたしはそれをうずまきリョク

とよぶ（●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ）。

そして、コウセイがもえさからなくなったらどうなるか。まず、コウセイからはなたれ

るブッシツ（たとえばスイソなど。「ひかり」といったホウがわかりやすいいかもしれな

い。）がはなたれなくなる。すると、そのブッシツによってたもたれていたコウセイとワ

クセイとのキョリがちぢまる。ニホンのウチュウケンキュウキカンがセイゾウしたエン

ジンのゲンリをかんがえれば、「ひかり」で、なにかものをスイシンさせたりすることは

カノウということがわかるだろう。そしてやがてコウセイにのまれてしまう（それをブ

ラックホールというようだが。）。

そのあとどうなるか。もし、あるケイトウをカイリョウしたホウがいいとなると、これ

はシュギ、シュチョウがわかれるだろうが、それまではなっていたエネルギー、ブッシ

ツをすべてカイシュウして（うずまきリョクをつかえばカノウだ。）またもえるではない

か。むかしのオウベイジンだろうか、しぬことを「テンにめされる。」といった。これは
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どういうことか。これは、コウセイのもとへいってネンリョウになるということでない

か。そうすれば、のこされたひとたちには、ヘイワが（いつもどおり）ケイショウされ

るのである。

アンガイ、「カガク」がハッテンしたというゲンダイのホウがそういうメンににぶいかも

しれない。でも、「リセット」されそうになったら、タイヨウケイのそとにげるというの

もわかるはなしだ。ウチュウセンでベツのケイトウににげれば、あるワクセイでハッタ

ツした「ニンゲン」もいきのびるだろう。だが、それをダイダイテキにやったケッカ、

「ニンゲン」がハッセイしたケイトウが「サイセイフノウ」になるのは、ただしいかとい

うとむずかしい。たしかにセッカク、シンカしたのだからである。でも、そういうリセッ

トはたびたびおこっているようにおもわれる。だから「ウチュウ」がひろがっていると

いうのは、みているわたしたちのセイゾンへのキボウがひろがっているだけのことかも

しれない。ウチュウもやはり、ブッシツをカイシュウしようとするわけだろうから。

　

ニジュウイチ、『オンガクイチエンのジダイ（イカ、「オ」）』よん

　

エーからビーにすすむのに、イチビョウかかれば、イチビョウカンかかったという。く

るまにしても、くるまでもヒコーキでもイドウするにはジカンがかかる。くるまにして

も、ヒコーキにしても、ニンゲンがつくりだしたものである。それはチキュウジョウで

ソクドのはやいブルイだろう。いまのところイチバンはやいとされているのが「ひかり」

である。これはニンゲンがつくりだせるか。たしかにデントウはつくったようだ。

ところで、イドウにはエネルギーがヒツヨウである。くるまならガソリン、ヒコーキな

らジェットネンリョウである。それはどうショウヒされるか。おおきいものをうごかす

と、よりおおきなエネルギーをヒツヨウとする。ちいさなものならすくなくすむ。それ

からなにかいえないか。そう、「ひかり」よりもちいさなブッシツをつくれば、ひかりよ

りはやくイドウできるだろう。これを「こまびかり」といおう。なんのやくにたつかは

わからないが、チキュウジョウのリヨウだけでも、ジョウホウがはやくうごくようにな

るわけだから、セイサンセイがあがるだろう。

　

ニジュウニ、『オ』ゴ

　

わたしがまえにかいたホン『よろこぶゲンシジン』に、わたしがかんがえたジカンリョ

コウ（タイムトラベル）のゲンリをかいた（●ジュウニ、『よ』ニジュウイチ）。ゲンリだ

けでなく、セッケイもカンタンだが、セッチがむずかしい。コンカイはそのカイゼンバ

ンについてかく。

カンタンにいえば、イチネンマエをみるために、ハンコウネンさきに（オウフクでイチ

ネン）かがみをおくのでなく、チキュウジョウにかがみをおくのだ。そのかがみは、イチ

ネンまえのひかりがみえるように、タイリョウのかがみによるハンシャをくりかえして、

イチネンブンイドウするようにハイチする。これでイチネンまえがみえるわけだ。ただ、
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カコのひかりとゲンダイのひかりでコンランしないように、カコのひかりはしろくろに

するなどのショリをしたホウがいいとおもう。

　

ニジュウサン、『オ』ハチ

　

セッチョで、ジカンとはエネルギーわるシツリョウといった（●ジュウよん、『よ』、ニ

ジュウハチ）。

　

　

もっとタンジュンにいえば、エネルギーわるシツリョウがコウゾクキョリである。それ

をセイリするとシツリョウがはじきだせる。そんなことをしなくてもはかりではかれば

シツリョウはだせるだろうが、それでだせるのは、チキュウジョウでのおもさである。つ

きでそのはかりをつかってはかれば、スウジがかわってくる。

シツリョウはエネルギーわるジカンである。

　

エネルギーがおおきくても、ジカンがレイ（ジリキでうごけないといえばよいだろう。）

ならばシツリョウもレイになる。これはどういうことか、あなたのいえのジショはジリ

キでうごけないから、シツリョウがレイということになる。おもさはあるじゃないかだ

が、ウチュウにおいておけば、なにかちからをくわえないかぎり、うえにもよこにもう

ごかないということだろう（コウセイからのうずまきリョク［インリョク、●よん、『ア』

ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュ

ウヨン］でひっぱられるとおもうが。）。しかし、チキュウがうごいているために（このレ

イでいえばエンジンだ。）ジカンがレイではない。そのためにシツリョウがあるとなる。

おもしろいのが、ジカンがレイかレイでないかである。フツウ、ニンゲンが「モノ」と

いうモノは、ジリキでうごけないから、シツリョウはレイである。しかし、セイタイだ

と、レイイジョウになる（たとえば、チキュウジョウであしをつかってうごくだろう。ウ

チュウでは、てあしをうごかしてもすすめないかもしれない。）そうやって、セイタイと

モノをハンベツできる。モノでもロボットはうごくから、シツリョウがレイイジョウに

なる。だから、ランボウないいかたをすると、ロボットはセイタイといえるかもしれな

い。だから、ロコモーティブ（うごき）をはかっても、シツリョウをはかってもセイタ

イかどうかはソクテイできるのである。

わたしがギロンする「タイミック（●ジュウよん、『よ』ニジュウハチ）」は　

　

ジカン（ティ）イコール ティイチ わるティシー（タイミック）のティシー

　

である。

　

つまり、ジカンにまつわるシツリョウ（イドウにかんするシツリョウ。たとえば、つきの
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インリョクなど。）をわりだせば、ゼッタイテキなジカン（イドウのイッテイセイ［キョ

リ］）がはじきだせるというものだ。タンジュンにいえば、ウチュウヒョウジュンジがで

きるというわけだ。

ただ、

　

ジカン イコール ゼッタイジカン かけるティシー（ジカンケイスウ）

　

のシキはインリョクがレイになると、レイになってしまう。

　

そんなことはありうるかであるが、ウチュウのなかではそういうジョウケンはないとお

もわれる（ヨダンだが、たとえばみっつのコウセイのまんなかに、ハイチされるなにか

があったばあいに、ジカンがレイになることはあるかもしれない。これをわたしはデッ

ドロックとよぶ。）。だからこれでいいとかんがえている。わたしは、ウチュウはサイセ

イ（リサイクル）されたホウが（いまやるということでない。）いいとおもっているので、

そうかんがえる。

　

このセツはカイテイしました。イカ、ゲンブン。

　

ニジュウサン、『オ』ハチ

　

ゼンチョで、ジカンとはエネルギーわるシツリョウといった（●『よ』、ニジュウハチ）。

　もっとタンジュンにいえば、エネルギーわるシツリョウがコウゾクキョリである。そ

れをセイリするとシツリョウがはじきだせる。そんなことをしなくてもはかりではかれ

ばシツリョウはだせるだろうが、それでだせるのは、チキュウジョウでのおもさである。

つきでそのはかりをつかってはかれば、スウジがかわってくる。

シツリョウはエネルギーわるジカンである。エネルギーがおおきくても、ジカンがレイ

（ジリキでうごけないといえばよいだろう。）ならばシツリョウもレイになる。これはど

ういうことか、あなたのいえのジショはジリキでうごけないから、シツリョウがレイと

いうことになる。おもさはあるじゃないかだが、ウチュウにおいておけば、なにかちか

らをくわえないかぎり、うえにもよこにもうごかないということだろう（コウセイから

のうずまきリョク［インリョク、●『アルクカラカンガエル』、イカ、『ア』、ヒャクロク

ジュウサン、ニヒャクサンジュウ、『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』、イカ、『む』、ハ

チジュウハチ、『よ』ヒャクハチジュウヨン］でひっぱられるとおもうが。）。しかし、チ

キュウがうごいているために（このレイでいえばエンジンだ。）ジカンがレイではない。

そのためにシツリョウがあるとなる。

おもしろいのが、ジカンがレイかレイでないかである。フツウ、ニンゲンが「モノ」と

いうモノは、ジリキでうごけないから、シツリョウはレイである。しかし、セイタイだ

と、レイイジョウになる（たとえば、チキュウジョウであしをつかってうごくだろう。ウ

チュウでは、てあしをうごかしてもすすめないかもしれない。）そうやって、セイタイと
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モノをハンベツできる。モノでもロボットはうごくから、シツリョウがレイイジョウに

なる。だから、ランボウないいかたをすると、ロボットはセイタイといえるかもしれな

い。だから、ロコモーティブ（うごき）をはかっても、シツリョウをはかってもセイタ

イかどうかはソクテイできるのである。

わたしがギロンする「タイミック（●『よ』ニジュウハチ）」は

　

ジカン（ティ）イコール ティイチ ワル ティシー（タイミック）　

　

のティシーである。つまり、ジカンにまつわるシツリョウ（イドウにかんするシツリョ

ウ。たとえば、つきのインリョクなど。）をわりだせば、ゼッタイテキなジカン（イドウ

のイッテイセイ［キョリ］）がはじきだせるというものだ。タンジュンにいえば、ウチュ

ウヒョウジュンジができるというわけだ。

ただ、ジカン イコール ゼッタイジカン わるインリョクのシキはインリョクがレイにな

ると、レイになってしまう。そんなことはありうるかであるが、ウチュウのなかではそ

ういうジョウケンはないとおもわれる（ヨダンだが、たとえばみっつのコウセイのまん

なかに、ハイチされるなにかがあったばあいに、ジカンがレイになることはあるかもし

れない。これをわたしはデッドロックとよぶ。）。だからこれでいいとかんがえている。

わたしは、ウチュウはサイセイ（リサイクル）されたホウが（いまやるということでな

い。）いいとおもっているので、そうかんがえる。

　

ニジュウよん、『オ』ニジュウよん

　

なぜテンにめされるといういいかたをするか。それはウチュウをサイセイサンしたホウ

がいいからである（と、わたしはかんがえる。）。どういうことか。ウチュウはひろがり

つづけているという。ベツにそんなおおきくかんがえなくてもいい。タイヨウのもって

いるすべてのシザイをホウシュツしてしまったらどうなるか（ひかりもシザイである。）。

タイヨウはもえなくなり、タブン「ブラックホール」になるだろう。そしてもともとのシ

ゲンはとおくにいってしまっている。またもえるのをサイカイさせようとおもったらど

うか。またシザイをあつめるしかない。だから、ブラックホールはいろいろとすいこむ

といわれるのではないか。またシザイがあつまれば、またもえることができるのだ。つ

まり、ニンゲンなんかはテンにめされたホウがよいのだ（あなたがタイヨウケイのなが

つづきをキボウするのならだが。）。そうすればタイヨウはながくつづく。テンにめされ

てもいいし、リンネテンセイでもいいのである。

　

ニジュウゴ、『オ』サンジュウキュウ

　

ウチュウはどんなかたちか。わたしがガクセイのころ、とつがたのズをみたことがある。

ひらべったいが、チュウシンフキンはでっぱっているえである。しかしホントウにそう
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なのか。わたしはいまのところ、たしかめようもないが、キュウケイをカテイしている

（カッテカガクをやっています。）。なにかちからがかからないと、ヘンペイにはならない

からだ。えにかいたひと、もしくはそのかたちをテイショウしたひとは、なにかちからが

かかっているとカテイしているのだろう。ジッサイにそうなっているかはともかく、す

くなくとも、かれらのシンリコウゾウのなかではそうなのだろう。イッタイどんなちか

らがかかっているのだろうか。

　

ニジュウロク、『オ』ゴジュウニ

　

「うまれかわり」などという。「ゼンセイはなんだったか。」というはなしも、わたしがこ

どものころにきいたことがある。それはイデンのはなしではない。マテリアルのはなし

である。

エーさんというひとがいたとして、そのエーさんのイチブは、もと うしや、もとホウレ

ンソウでできていることは、ヨウイにソウゾウできる。わたしも（このいいかたがテキ

トウかはわからない。「わたし」は、ジョウホウであるカノウセイがあるからだ。）、そう

いうぐあいである。わたしがしんだら、タブン、カソウされて、ほねとキタイとかすが

のこるんだろう。そこからどうリサイクルされるか、なんかのドウブツ、ショクブツの

かてになるかはわからない。ほねは、はかなどでホゴされるだろうし、キタイはふたた

びリクチにおりてこなければわからないし、かすはカソウジョウのゴミとしてショリさ

れるのだろう。

こういうかんじでは、「うまれかわり」はゼツボウテキだ。わたしはドソウができないの

なら、サンコツとかジュモクソウにしてもらいたいかもしれない。サンコツやジュモク

ソウなら、ショクブツにほねがキュウシュウされて、それがドウブツにたべられてとい

う「うまれかわり」がセイリツする。わたしをかりにマスター（シソ）としたら、そのイ

チブたちがうまれかわりをするわけだ。その「イチブ」をワンスルーということにする。

ワンスルーがうまれかわりをするということは、もののリサイクルである。だからそう

するばあいは「ライセイ」のはなしにもなる。

くさからドウブツ、そしてニンゲンになれればたいしたものだ。そういうわたしもカコ

のだれかのワンスルーがふくまれているかもしれない。ヨウするに、ゼンセイのゼンセ

イがニンゲンだったかもしれないのだ（ゼンセイはショクブツかドウブツがほとんどだ

ろう。たまにキンルイとかコンチュウもあるかもしれない（きのこ、いなごなど）。

だからゼンセイをさかのぼっていくと、やっぱりマスターにいきつくだろう。ニンゲンの

マスターのことをセイショではゲンキュウする。そこからまえのはなしになると、どう

もたちばがわかれるようだ（かみがつくったとか、シンカしたとか）。マスターヒューマ

ンのゼンセイはどうだったか。やっぱりくさとかドウブツだったとかかんがえるのがシ

ゼンでないか。イデンシをしらべればわかるといったって、サイボウのフクセイギジュ

ツはジョウホウである。ものがなければフクセイはできない。もののありかたにオウじ

て、ギジュツがハッテンしたのではというきがする。

だから、くさとかドウブツのブンシをしらべれば、かこにあったもの、シンカするまえ
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のくさ、ドウブツのすがたがソウゾウできるのではないかとおもう。しかし、くさ、ド

ウブツ、プリヒューマン、ヒューマンというジュンカンはそれほどかわらないとおもう。

だが、セッキ、テッキをハッタツさせるまえの「プリ」ヒューマンはドウブツのセッシュ

がすくなかったようにおもう。だからゲンシテキなヒューマンは、くさ、プリヒューマ

ンというジュンカンだっただろう。「はか」をハッタツさせるまえだったら、くさ、「プ

リ」ヒューマン、ドウブツだっただろう。つまりドウブツのホウが、カイソウがたかいの

だ。それをマイソウギジュツのハッテン（はじめのうちは、ユウリョクシャだけだった

だろう。）により、「プリ」ヒューマンがカイソウをあげた（もはやヒューマンかもしれ

ない。）。セッキのハッタツもジュウヨウだが、それでもやっぱりドウブツのホウがうえ

となる。もっとまえになると、ショクブツよりカイソウがひくかったかもしれない。つ

まり、うごけないプリプリヒューマンである。ショクブツ（こけのような）にキセイさ

れるようなプリプリヒューマンである。

プリプリヒューマンのまえはわからないが。さるからハッテンしたといわれたりもする

が、ホントウのところはわからない。さるはさるでのこっていわけだから。イデンシが

にているといってもそれはショクリョウのキンジであろう。それともコンゴ、ポスト

ヒューマンをみとめるのだろうか。ポストヒューマンをみとめるとしたら、シンカのズ

シキにあるようなえだわかれもカノウだろう。まぁ、ブゾクあらそいなんかしてもしょ

うがないのだが。

ひとついえるのは、セイショがかかれたのは、はかがハッタツしたあとだろう。それか

ドウジキだったかもしれない。だから、「ニンゲンがチキュウをシハイ」なのだ。エジプ

トおうのコウセキがおおきいだろう。あんなおおきなはかをつくったのだから。そのま

えはほかのドウブツがチョウテンだった。もしヨゲンシャがジュウヨウなもののハッテ

ンのときにあらわれるのならば、セッキをつくったときにもあらわれるはずだ。ただそ

れをキロクするものがなかったかもしれない。ただ、はかとドウヨウにフキュウしただ

ろう。ただ、ニホンにはイッパンテキに「サイゴのシンパン」のかんがえがないので、も

やしてしまうのだろう。リンネテンセイのホウがいいとおもうのだが。

　

ニジュウシチ、『オ』ゴジュウなな

　

さきにはなした「ゼンセイ」のはなし（●ニジュウロク、『オ』ゴジュウニ）は、ものの

はなしである。イデンシによってサイボウがフクセイされるというのは、どちらかとい

うともののはなしではない。「もの」はほかにヒツヨウだからだ。だから、ジョウホウと

かギジュツであろう。サイキンは「ゼンセイ」のはなしをあまりしなくなった。むかし

はだれかがしているのをきいたものだ。「オカルト」とかそっちのホウのあつかいになっ

ているかもしれない。そういうわたしも、そのてのはなしは、すきではなかった。ヒカ

ガクテキなはなしのようにおもっていた。

しかし、よくかんがえてみると、「もの」のはなしである（ニンゲンのからだをコウセイ

するブッシツの）。だからそれはたしかなのである。ただそれがどこからどこにいったと

いったはなしは、タイテイオクソクだからウサンくさい。そういうことである。ジョウ
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ホウにはいいカゲンなそれがある。ただそれだけだ。

ところが、サイキンそのはなしをしない。どうもイデンのホウが、セットクリョクがあ

るのだろう。ガッコウでもおそわる。しかし、それがどのザイリョウをつかってカノウ

になるかはあまりいわない。セツメイはカノウだろうが、そういうもののはなしはしな

い。そういうのを「ジョウホウカシャカイ」というのだろう。そのジョウホウをしったっ

て、ものがなければくみたてられない。だからしょうがないといえばしょうがないはな

しなのである。そういうものぬきのはなしにどこまでたえられるか。オンガクもビデオ

もホンもデンシカ。もののないなにかである。むかしはジンリキでつくっていた。それを

アートとよぶ。どこまでジョウホウカするのかはわからないがアートをダイジにしたい。

　

ニジュウハチ、『オ』ゴジュウキュウ

　

ワンスルーのはなしをした（●ニジュウロク、『オ』ゴジュウニ）。マスターヒューマンの

イチブだったそれには、マスターヒューマンのほかのイチブというキョウダイというか

ドウシというかがあるだろう。マスターヒューマンがしんでブンカイすると、そのタス

ウのワンスルーはカクサンする。そしてつぎのショクブツやドウブツのコウセイブツに

なるわけだ。センコワンスルーがあれば、センコのドウショクブツのコウセイブツにな

るかもしれない。そうすると、そのセンコのワンスルーのエンで、センコのドウショク

ブツはキョウダイといえるかもしれない。それがくりかえされると、シンセキがふえて

いく。そうかんがえると、カケイでなくて、ものとして、ケッコウなかずのひととキョ

ウダイであるといえそうなのだ。それをニンシキできるかはわからないがそういうエン

もありそうだ。

　

ニジュウキュウ、『オ』ロクジュウキュウ

　

「はか」がセイブツカイにおけるニンゲンのカイソウをあげたことをシテキした（●ゴ

ジュウニ）。これはユウメイなのでエジプトおうのはかがある。こういったはかでまもれ

ば、ほかのドウブツにシタイをたべられないわけだ。それからキュウヤクセイショがで

きた。「ニンゲンがほかのドウブツをシハイする。」とかかれている。こうかかれると、そ

れをタッセイするために（ほかのドウブツにたべられるようじゃ、くらいがたかいとは

いえない。）、はかをつくるだろう。だから、キリストキョウは、はかのシュウキョウと

よべるかもしれない。

それをヨーロッパではニセンネンほどつづけ、ジュウキュウセイキになってニーチェが

でてきた。かれは、「かみはしんだ。」といい、サイセイをといた。ほかのなにかにサイ

セイされるということを。その「サイセイ」というのは、「リンネテンセイ」のようなは

なしでないか。つまり、ニセンネンほどニンゲンがセイブツカイでサイジョウイとして、

ほかのドウブツにたべられないようにしていたが、そうではなく、ニンゲンもリサイク

ルしたホウがいいということではないか。たしかにキリストキョウカイのセイリョクが、
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よわくなっているときく。しかし、マイソウについては、サンコツやウチュウソウなど

でてきたが、まだフツウのマイソウがおおいとおもわれる。たしかにリサイクルのシソ

ウはひろまっているようだが、まだニンゲンのカイソウをおとすようなかんがえが、タ

スウにシジされにくいとおもわれる。そういうイミではまだ「かみ」はしんでいないの

である。ただ、このゴはどうであろう。

　

サンジュウ、『オ』ななジュウゴ

　

ウチュウのはじまりは「ビッグバン」でセツメイされることがある。バクハツだから、ウ

チュウはそとがわにむかってひろがっていく。そうすると、バクハツのチュウシンでは、

ものというかシゲンというかはすくなくなるだろう。それでそとへむかってシゲンがイ

ドウし、ウチュウはどうなるのか。

ここでいいたいのは、ウチュウのサイセイサンはどうなるのかということだ。そんなこ

としるかといわれるかもしれないが、ながもちするといいだろう。タンジュンなコウセ

イのばあい、やがてもえきって、「ブラックホール」になるとおもわれる。それで、う

そかホントかはわからないが、シゲンをよびもどすわけである。これならサイセイサン

である。ウチュウジタイもやはりそうなのでないか。ムダにしないようなしくみがある

じゃないかとおもう。ちいさなまるとドーナツがたのくりかえしでないか。

　

サンジュウイチ、『オ』ハチジュウイチ

　

ニホンでは、ひとがしんだあと、そのシタイをカソウする。そうすると、ほねだけがの

こる。それをマイソウする。しかし、それはちょっとどうなのかともおもう。なぜはか

にマイソウするかといったら、ひとつはさきにのべたように（●ニジュウロク、『オ』ゴ

ジュウニ、ニジュウキュウ、『オ』ロクジュウキュウ）、ほかのドウブツにたべられない

ようにするためだといえる。これはキリストキョウケイのカチカンであろう。そうやっ

てニンゲンのくらいをイジするのである。

しかし、「リンネテンセイ」だとか「サイセイ」また「リサイクル」というひともいる

（●ニジュウキュウ、『オ』ロクジュウキュウ）。それだったらほかのドウブツにたべても

らったホウが、いのちのエイゾクセイがあるともいえる。つまり、あるひとがもってい

たブッシツとしてのからだ（わたしはワンスルーといっている［●ニジュウロク、『オ』

ゴジュウニ］。）が、ほかのドウブツ、ショクブツにひきつがれるのだ。だから、きみの

ライセイはたぬきか、などとはなしができる。

かならずしもキリストキョウのように、「ニンゲンがほかのドウブツをシハイしなければ

ならない。」ではないから、そうやってリサイクルをすればいいようにもおもえる。たし

かにテンにめされることも（●ニジュウよん、『オ』ニジュウよん）（セイブツではなく

て）、もののメンでダイジかとはおもうがテキトウなバランスをみて、リサイクルをすれ

ばともおもう。カソウしてゼンメツさせなくてもとおもう。「テン」にめされるとナンオ
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クネンとシンカしたのをもうイッカイとなるし、「テン」にめされないひとも、「リサイク

ル」され、ゲンダイのセイメイのホゼンにひとカツヤクする。それでいいのではないか。

　

サンジュウニ、『オ』キュウジュウイチ

　

ガッキはなにかをシンドウさせておとをだす。そのギャクもある。おとがおおきいとな

にかがシンドウしはじめる。そのシンドウでもおとがでる。しかし、あるシンドウがと

まれば、やがておともやむ。そのおとによってシンドウしたなにかも、ふるえるのをや

める。そのまたおともやむ。チキュウジョウだと、シンドウはやがてとまるようだ。

レイガイテキにフィードバックというのがある。おととシンドウをジュンカンさせるわ

けである。これだといつまでもなっている。ひかりはどうだろうか。ひかりから「シン

ドウ」のようなあるイベントをハッセイさせて、それをループすることができれば、ウ

チュウはおわないようなきがする。ひかりをサイド、（コウセイがもえつきそうになって

いる）ブラックホールにかえし、コウセイにもどすのである。

　

サンジュウサン、『オ』キュウジュウニ

　

ニンゲンエーがイーにイドウしてエフにイドウした。これはわかりやすいはなしだ。エー

がはじめディにあって、イーにいってエフについたと。しかし、（たとえば）イッセンマ

ンニンのひとがイッセイにエフをめざすといったときに、どれだけそれぞれのうごきが

わかるだろうか（エフにちかづくことはわかるけれども）。それをセイリすると、ビーさ

んがイーにイドウした。シーさんがジーにイドウした。ダブリュさんがイーにイドウし

た。ほかタクサンとなる。ケッキョク、なにかのチツジョ、たとえばジカン、なまえの

ジュンジョなどをつかって、ひとりずつジュンジョづけていくのがわかるやりかただ。

それをおこなってはじめて、そのレキシなどをえがけるようになる。いいカゲンなケイ

ソクをすると、カンゼンなレキシとはよべなくなる。

しかし、これはコンキのいるサギョウだ。かならずチョクセンジョウにできごとがキジュ

ツされるわけではない。たとえば、ハチジイップンゴビョウにシーさんがジーに、ワイ

さんがイーにトウチャクするとなると、どちらをさきにキジュツしたらいいかわからな

い。そこでどうするかがモンダイとなる。こういうカダイ、かりに「タヨウジョウケン

のセツメイ」といっておく、をとくために、ふたつのセンをつかったりするのでないか。

もしくはもっとこまかくジカンをはかる。そうすると、どちらがさきかがわかる。それ

ならひとつのセンでつづけられる。

ひとつのセンにするというと、まるでゲンザイのカガクのようなこまかいケイソクがヒ

ツヨウになるのだろう。つまり、それを（カガク）をやっているうちは、レキシはひと

つでありそうなのである。「タヨウ」だからしょうがないなのだが、それをキレイにセツ

メイしようとするドリョクは、いろいろなところでおこなわれている。
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サンジュウよん、『オ』キュウジュウゴ

　

ニンゲンのリサイクル（テンにめされる。）のはなし、ウチュウのイジのはなしをした

（●ニジュウよん、『オ』ニジュウよん、サンジュウイチ、『オ』ハチジュウイチ）。そうす

るとながもちするわけだ。しかし、ジュウヨウなといもある。それは、セッカクできた

ニンゲンはどういきるかというはなしである。

そういう「ながもち」をかんがえなければ、カッテにいきて、カッテにしねばいいんじゃ

ないかとなる。ばあいによってはウチュウがほろびても、ニンゲンだけがいきのこれば

いいというかもしれない。しかし、タブン、ニンゲンはウチュウのイッコシゲンなわけだ

から、そのシステムにホウシすべきともいえる。かといって、イッカイジンルイがほろ

びて、またあたらしくハッセイするようなことをくりかえすというのも、なんだかバカ

らしいきがする。もうナンカイもニンゲンはほろびたのかもしれない。はたしてニンゲ

ンはどういきるべきか。メイワクかけないテイドにおもいおもいにいきればいいのかな。

　

サンジュウゴ、『オ』キュウジュウなな

　

タヨウジョウケンのはなしをした（●サンジュウサン、『オ』キュウジュウニ）。タヨウ

ジョウケンとは、いくつものインガをふくむセイリしづらいゲンショウなどである。そ

ういうのをセイリしていくと、ホウソクがみつかるかもしれない。むかしのひとはカン

タンなジョウケンからいくつものホウソクをみいだしていた。それをわかいひとはガッ

コウでまなぶ。カガクシャになるひとは、そういうモンダイにチョウセンするだろう。

しかし、どうもサイキンはコンピューターだよりのきがする。トウケイデータをてケイ

サンすることもできるが、あまりそういうことをするひとはおおくないだろう。ケン

キュウがコンピューターイゾンになっているということだ。それはアートではない（●

ニジュウシチ、『オ』ゴジュウなな）。たしかにコンピューターのハッタツにより、よりフ

クザツなジョウケンでもセイリしやすくなっただろう。ただ、そんなかんじでケンキュ

ウするなら、ケンキュウシャのなまえをかくところに、まるまるコンピューターなどと、

ヘイキするといいかもしれない。ニンゲンがケンキュウしているのか、うたがわしいか

らだ。

　

サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな

　

タイヨウはうずまきリョク（あたりのものをカイテンさせる）がある（●よん、『ア』ヒャ

クロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュウヨ

ン、ニジュウサン、『オ』ハチ）。だからチキュウがコウテンする。しかし、チキュウにも

やはりうずまきリョクがある。つきがまわるからそういえる。うずまきリョクとはなん

なのか。
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わたしは、もえることのケッカだとおもう。タイヨウはもえている。チキュウもまたナイ

ブではもえているとされる。たまにフンカするのがそれだ。よく、「とんでひにいるなつ

のむし」という。ひのあたりにいるむしが、ひのなかにはいってしまうということばだ。

このように、ニンゲンにはかんじづらいが、ひのホウにながれるうずがあるのではとお

もう。それならチキュウも、のまれちゃうではだが、ひかりなどのアツリョクで、セッ

キンしないものとおもわれる。

　

サンジュウなな、『オ』ヒャクジュウハチ

　

タイヨウケイはやがてタイヨウがブラックホールカし、いろいろブッシをひきよせてサ

イセイをはかる（●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュ

ウヨン、ニジュウよん、『オ』ニジュウよん、サンジュウ、『オ』ななジュウゴ、サンジュ

ウニ、『オ』キュウジュウイチ）。そうなるとチキュウにすむニンゲンもよばれるわけだ

が、おとなしくネンリョウになるだけでよいのだろうか。

セッカクきずいたブンメイも、チキュウごとネンリョウにされては、もはやつづかない。

にげていきのびるにせよ、なにもないところからまたはじめなければならない。それで

いきのびられるかはフメイだが、そうすることもできる。どこかケイトウガイのワクセ

イにふたりのニンゲンをおくりこむ。そのふたりがいきのこるかはわからないが、それ

はまるでセイショのはなしのようである。ふたりがいきのこれそうなところをさがして、

おくりこむのもいいかもしれない。これがはじめてかはわからないが。

　

サンジュウハチ、『オ』ヒャクジュウキュウ

　

ひかりはなぜすすむか。なにかうごきだすきっかけがあるのだろう。また、そういうきっ

かけとはベツに、ひかりがイドウすることによる、ベツのもののイドウもおこっている

のではないか。タンジュンにいえば、カイチュウをふねのドウタイがイドウして、みず

がふねのシンコウホウコウとはギャクにイドウするというぐあいにである。そうだとし

たら、わたしたち、なのかだが、は、ひかりをえるとドウジに、なにかをうしなってい

ることになる。それがなんなのかわたしはいまのところわからない。

　

サンジュウキュウ、『オ』ヒャクよんジュウロク

　

「ロンリテキシコウ」などという。ゲンインからケッカまでをチョクセンテキにセツメイ

することをそういったりするだろう。そうやって、タショウヘイレツはあるかもだが、も

のごとをチョクセンテキにキジュツする。それはなぜか。ニンゲンはことばをドウジに

フクスウつかえないからである。たとえば、「みかん」といいながら「コーヒー」という

ことはできない。だから、チョクセンテキにキジュツするホウホウをとる。ことばのセ
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イシツからそうなるわけである。

しかし、よのなかはケッしてチョクセンだけでセイリツしているわけではない。エーさ

んがたまけりをしていて、ビーさんがさけをのんでいるなんてバメンもあるだろう。こ

とばとしては、どちらかがさきで、どちらかがあとにされるだろうが、それはドウジに

なされているし、ニンゲンもそれはドウジになされていることをニンシキする。だから、

しかたがないのだが、エーさんがたまをけり、ビーさんがさけをのんでいるというセツ

メイがただしいとはかぎらない。モチロン、ビーさんがさけをのんでいて、エーさんが

たまけりをしているでもない。ニンゲンのことばのツゴウジョウ、そういういいかたを

するだけであって、ベツにただしいわけではない。

まえにタヨウジョウケンのはなしをしたが（●サンジュウサン、『オ』キュウジュウニ、

サンジュウゴ、『オ』キュウジュウなな）、そういうはなしである。ことばジョウはどち

らかがさきになるが、ゲンジツはヘイレツテキにうごいているのである。そして、ニン

ゲンも、チョクセンもリカイするが、ヘイレツもリカイする。だから、チョクセンテキ

なことばがただしいとはかぎらないのである。というよりも、ことばのセイシツジョウ、

ことばでセツメイするのはあやまりといえるかもしれない。それがわかっているからか、

わたしはあまりおしゃべりではない。しずかにカンサツするのもすきである。

ことばにすると、イチリンのはながさいている。そしてもうイチリンもさいている。だ

が、ジュウリンのはながさいていることをみていたりする。チョクセンテキなシコウも

きらいではないが、ヘイレツテキなプロセスもダイジなのではとおもう。しかし、こと

ばをつかうのだったら、チョクセンにならざるをえない。たぶん、そういうわけだから、

ブンメイジンはチョクセンテキにかんがえたホウがいいだろう。

よんジュウ、『オ』ヒャクゴジュウロク

　

うずまきリョクがあるから、そのちかくのものは、うずまきにひきよせられる（●よん、

『ア』ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハ

チジュウヨン、ニジュウサン、『オ』ハチ、サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな）。

そのギャクホウコウのちからがあったらどうなるか。ひかりさえもよせつけない、まっ

くらなセカイになるだろう（●サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな）。ウチュウにひ

とのすめるようなクウカンをかんがえると、ひるとよるがあったホウがいいのでは、と

かんがえたりするだろう。そういうときにギャクうずまきリョクをつかえれば、ひると

よるができる。しかし、もっともタンジュンなカイケツサクは、よるみたいにしたいば

あいは、シャッターをしめることだ。そうすればくらくなる。

　

よんジュウイチ、『オ』ヒャクロクジュウイチ

　

ウチュウはくろいというイメージがある。くろはひかりをキュウシュウするから、とお

くのほしのひかりもチキュウからみえるのだろう。だから、ひかりをハンシャするとい

うしろでウチュウクウカンがコウセイされていたら、とおくのほしからのひかりは、と

どかないとおもわれる。ニンジュツでいうくもがくれだ。そういうわけだから、ウチュ
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ウのそとがしろいクウカンでできていたら、ひかりがハンシャしてウチュウにもどるだ

ろうから、ウチュウはながもちするだろう。

　

よんジュウニ、『オ』ヒャクロクジュウニ

　

セッチョ『アルクカラカンガエル』で、うずまきリョクのことをかいた（●よん、『ア』

ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュ

ウヨン、ニジュウサン、『オ』ハチ、サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな、よんジュ

ウ、『オ』ヒャクゴジュウロク）。うずまきリョクとはなにかというと、よくいわれるい

いかたでセツメイすると、「ジュウリョク」である。タイヨウのまわりをはなれずに、ワ

クセイがまわるちからのことだ。「ジュウリョク」でいうと、ジュウリョクが、タイヨウ

にちかづくちから、「エンシンリョク」がタイヨウからはなれるちからだろう。

なぜ、その「うずまきリョク」があるか。「とんでひにいるなつのむし」という（●サン

ジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな）。ベツにひにちかづかなくてもよさそうだが、ひ

のなかにむしがはいってしまう。そこからかんがえると、うずまきリョクとはもえるこ

とが、つくりだすとかんがえられそうだ。フツウによくいわれるはなしでは、「もの」に

ジュウリョクがあるといわれている。しかし、そうでなく、もえているところから、うず

まきリョクがハッセイするのである。よくいわれるようにいうと、もえているからジュ

ウリョクがハッセイするのである。チキュウもナイブではもえているし、ほかのワクセ

イももえているだろう。ウチュウでひをたくと、そこに、うずまきリョクがハッセイす

るということだ。だから、ウチュウのごみソウジはアンガイカンタンかもしれない。

　

よんジュウサン、『スーペリアーをみつけた。（イカ、「ス」）』ジュウキュウ　

　

カコをみるボウエンキョウのはなしをした（●ニジュウニ、『オ』ゴ）。イチネンまえの

ひかりをみれば、イチネンまえがみえるというわけだ。しかしそれなら、おおきなセツ

ビをととのえて、カコをみなくてもいいかもしれない。ビデオカメラにキロクすればい

いからだ。

ただ、それでイチネンまえをみたところで、ジカンリョコウをしたきにはならない。そ

れなら、カコのエイゾウとコミュニケーションすればいいかもしれない。たとえば、イ

チネンまえのエイゾウに、「あしたははれるか。」ときいて、エイゾウのひとが、「はれま

すよ。」とこたえる。このうけこたえを、エーアイをつかってやれば、ジカンリョコウし

たきになるかもしれない。それで、「いや、あしたはあめふるんだよね。キロクにそうあ

る。」などとはなせばよい。カソウジカンリョコウであるが、おもしろいかもしれない。

　

よんジュウよん、『ス』ニジュウ
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ジカン イコールゼッタイジカン かける ジカンシツリョウ

　

のはなしをした（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。

　

カンタンにいうと、ジカンシツリョウ（いろいろなほしのインリョク［ウズマキリョク］）

のエイキョウをのぞけば、ゼッタイジカンがかぞえられるというはなしだ。

そして、

　

ジカンイコールエネルギーわるシツリョウ（ジカンをロコモーティブ［コウゾクキョリ］

　

とよみかえれば、わかりやすい。●ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュ

ウニ）だから、いくつかのコウセイにかこまれて、インリョクがつりあって、そのチュ

ウシンにあるなにかが、まったくうごかないとなると、エネルギーイコール レイ ゆえに

ジカン イコールレイになる（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。

　

　

スウシキジョウは、ジカンがながれないことになる。これをデッドロックといおう。ジッ

サイのウチュウにこういうデッドロックがあるかはわからないが、このデッドロックは

ウチュウのケンキュウにつかえそうなのである。

このデッドロックのチュウシンにコタイがあるとする。コタイはインリョクがつりあい

うごかないが、やがて、インリョクにひかれてボウチョウするかもしれない。ベツのい

いかたをすると、オンドがあがるわけだ。それがつづくと、コンドはキタイになる。そ

のキタイはデッドロックのまわりのコウセイにひきつけられ、どうかしてしまうだろう。

このデッドロックのチュウシンにあるのをウチュウゼンタイとカテイすれば、ウチュウ

はやがてウチュウのそとにいってしまうということになる。これが、「ウチュウがボウ

チョウする」リユウなのでないか。そのゴ、キタイがひやされて、さらにコタイになっ

てもとのイチにもどれれば、ウチュウのサイセイサンはカノウだろうが、どうもサイセ

イサンができることは、わたしはまだカクニンしていない。

　

このセツはカイテイしました。イカ、ゲンブン。

　

よんジュウよん、『ス』ニジュウ

　

ジカン イコールゼッタイジカン わるジカンシツリョウのはなしをした（●ニジュウサ

ン、『オ』ハチ）。カンタンにいうと、ジカンシツリョウ（いろいろなほしのインリョク

［ウズマキリョク］）のエイキョウをのぞけば、ゼッタイジカンがかぞえられるというは

なしだ。
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そして、

　

ジカンイコールエネルギーわるシツリョウ（ジカンをロコモーティブ［コウゾクキョリ］

　

とよみかえれば、わかりやすい。●ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュ

ウニ）だから、いくつかのコウセイにかこまれて、インリョクがつりあって、そのチュ

ウシンにあるなにかが、まったくうごかないとなると、エネルギーイコール レイ ゆえに

ジカン イコールレイになる（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。スウシキジョウは、ジカン

がながれないことになる。これをデッドロックといおう。ジッサイのウチュウにこうい

うデッドロックがあるかはわからないが、このデッドロックはウチュウのケンキュウに

つかえそうなのである。

このデッドロックのチュウシンにコタイがあるとする。コタイはインリョクがつりあい

うごかないが、やがて、インリョクにひかれてボウチョウするかもしれない。ベツのい

いかたをすると、オンドがあがるわけだ。それがつづくと、コンドはキタイになる。そ

のキタイはデッドロックのまわりのコウセイにひきつけられ、どうかしてしまうだろう。

このデッドロックのチュウシンにあるのをウチュウゼンタイとカテイすれば、ウチュウ

はやがてウチュウのそとにいってしまうということになる。これが、「ウチュウがボウ

チョウする」リユウなのでないか。そのゴ、キタイがひやされて、さらにコタイになっ

てもとのイチにもどれれば、ウチュウのサイセイサンはカノウだろうが、どうもサイセ

イサンができることは、わたしはまだカクニンしていない。

よんジュウゴ、『ス』サンジュウ

　

どこかイッテンにネツがあると、まわりのすずしいなにかが、ネツのホウにちかづき、ネ

ツのあるなにかも、すずしいテンのホウにむかい、やがてネツのあるテンとすずしいテ

ンのオンドのヘイキンのオンドにおちつくであろう。だから、その「なにか」に、イド

ウにあわせて、すずしいホウへのシンコウリョクが、ネツのホウへのインリョクがショ

ウじるといえるだろう。

インリョクをもつブッシツより、シンコウリョクをもつブッシツがかるければ、シンコ

ウリョクがひくい（インリョクがつよい）といえるだろうし、インリョクをもつブッシツ

のホウがかるければ、インリョクがひくい（シンコウリョクがつよい）といえるだろう。

タイヨウとそのケイのワクセイは、インリョクとシンコウリョクがわりとつりあってい

るようである。チキュウをなにかのホウホウでひやせば、タイヨウのホウへひっぱられ

るだろうし、あっためれば、タイヨウからはなれるであろう。だからチキュウがオンダ

ンカすると、イチネンがながくなるのではないか。イチネンがサンビャクななジュウニ

チになるかもしれない。しかし、あまりそのことはギロンされない。きになるのは、ヘ

イジツがふえるか、キュウジツがふえるかであろう。

　

ヨンジュウロク、『ス』サンジュウイチ
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インリョクをもつということはネツがなければならないとなる（●よんジュウゴ、『ス』

サンジュウ）。「ビッグバン」のはなしでいえば、ウチュウのチュウシンからネツがそと

がわにイドウする。「バクハツ」ならブッシツもそとがわにいくだろう。だから、ウチュ

ウがひろがるとかんがえられている。でも、ネツはそとがわにいくにつれ、ウチュウの

チュウシンのオンドとくらべひくくなる。つまりウチュウのそとがわがあたたまるわけ

だ。ウチュウのそとのオンドがひくければ、ウチュウはそのオンドとのヘイキンまであ

たたかさがおさえられる。とドウジにウチュウのそとから（あれば）ブッシツがはいっ

てくる（なければオンドはさがらない。）。

ウチュウのそとのオンドがたかければ、ウチュウは「ビッグバン」でハッセイしたので

はないとおもわれる。ウチュウのそとからのものがはいってくるからだ。ウチュウのつ

めたさとブッシツが、あたたかいウチュウのそとがわにあるだけだろう。ウチュウのそ

とがわにあるブッシツがすくなければ、ウチュウからあたたかさとブッシツがでていく

のだろう。それだと、ウチュウはシダイにつめたくなる。ウチュウのおおきさテイドに

ウチュウはつめたくなるし、ブッシツもへっていく。それを「ウチュウはひろがる」と

いうのだろう。そのうち、ニンゲンもすめなくなるテイドにつめたくなるかもしれない。

コウセイのちかくにイドウしても、ジカンのモンダイである。そういうイッカイきりの

ウチュウなのであろうか。だからウチュウのリサイクルをかんがえている。

　

よんジュウシチ、『ス』サンジュウニ

　

ジカン イコールエネルギー わる シツリョウ

　

のはなしをした（●よんジュウよん、『ス』ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウ

ゴ、『よ』サンジュウニ）。

　

これだと、エネルギーがレイでも、シツリョウがレイでもジカンはながれないとなる。ジ

カンでなかったら、イドウがセイリツしないだ。さて、それでは、エネルギーがさきに

あるのか、シツリョウがさきにあるのであろうか。ニンゲンがつくったラジコンカーは、

この「シツリョウ」にデンチ「エネルギー」をのせたのだろう。レキシをみると、ニンゲ

ン（エネルギー）ができて、シャリン（シツリョウ）ができた。ジンリキシャというわけ

である。だからドウブツのケンキュウをすれば、こたえがでるかもしれない。

ニンゲンにとってのエネルギーは、タンスイカブツなどである。それがあれば、かなりい

きていられるようだ。タンスイカブツとはなにかというと、ショクブツであろう。ショク

ブツがさきにあったか、ニンゲンがさきにあったかというと、ショクブツがさきにあっ

たといわれる。ニンゲンよりも、ねずみなんかのホウがながいのであろうか。ショクブ

ツができるのにも、ニサンカタンソがヒツヨウであったろうから、ニサンカタンソがど

こにあったかをしらべるといいかもしれない。ニサンカタンソがチキュウにあったのだ
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ろう。チキュウがもえているから、ニサンカタンソはあったのかもしれない。サンソと

タンソがあったのだろう。

セイブツのキゲンはサンソとタンソであったようだ。それをチキュウがもっていた。ショ

クブツとドウブツがなぜえだわかれしたのかというのもキョウミぶかいが、そのはなし

はまたにする。なぜチキュウがもえているか。サンソとネツがあるからだろう。どこか

のコウセイからとびひしたのかもしれない。そのコウセイもなにかをもやしているのだ

ろう。サンソがさきなのか、もえるがさきなのか。なにもなければもえないようにおも

う。「ビッグバン」といったって、ものがなければおこらないだろう。だから「もの（シ

ツリョウ）」がさきにあったとおもわれる。

ものがあって、もえるゆえに、ジカンがショウじたと。なぜサンソがもえだしたか。タブ

ンひきのばされたのだとおもう。タンジュンにいうと、タイセキがおおきくなってコウ

オンになりハッカしたとおもわれる。わたしがガクセイのときにみたえだと、ウチュウ

（サンソ）のジョウゲからアツリョクがくわわって、タイセキがおおきくなったとかんが

えられる（そのえをかいたひとは、そうかんがえたのだろう。）。だから、「ビッグバン」

にせよ、もえるちからがそのまえにあったとかんがえるのがただしいだろう。ウチュウ

（サンソ）がひろがったからハッカしたともかんがえられるわけだ。そのひろげるちから

とはなにか。またかんがえてみたい。ウチュウ（サンソ）をひきのばすちからがあるな

ら、ウチュウをちぢめるちからもあるかもしれない。それなら、ウチュウもサイリヨウ

できるのだろう。

　

よんジュウハチ、『ス』サンジュウゴ

　

よくわたしのコップのなかにむしがはいる。おおいときはサンびきぐらいはいってスイ

シしている。きもちいいからプールにはいるカンカクではいっているのでは（●ジュウ

キュウ、『よ』ヒャクロクジュウニ）とかいたが、サイキンになって、そのリユウがわ

かった。それは、ケイコウトウのひかりが、コップのスイメンにあたり、ハンシャする

からである。むしはそのハンシャしたスイメンをひかりだとおもい、みずにつかってし

まうのだろう。そういうむしとりきがつくれそうである。

　

よんジュウキュウ、『ス』サンジュウロク

　

イシキはコジンとシゼン、シャカイのおりあいをつけるためにあるとかいた。ところで、

そのイシキとはなにでできているか。タンジュンにいうと、デンキシンゴウだろう。カガ

クブッシツといえるかもしれない。だから、あるはなしのトチュウに、なにかベツのデ

ンキシンゴウをノウにおくりこめば、そのはなしにすりかわっていくかもしれない。し

かし、そういったセンノウまがいのやりかたはカンベンしてほしいとおもう。

ところで、ことばは、デンキシンゴウをあらわすキゴウともいえるだろう。そのキゴウ

は、くにやチイキによってちがう。そういうのをセイリして、キョウツウゴをつくれば
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ベンリかとおもうが、アンガイつかわれないようだ。いいジョウホウがあるくにのこと

ばがつよくなるのだろう。むかしはワコンカンサイ、いまはワコンヨウサイか。ニホン

ジンもがんばらねばとおもう。

　

ゴジュウ、『ス』よんジュウ

　

いきるとは「キョウリョクすること」である。なぜそういえるか。ニンゲンのカクサイボ

ウがキョウリョクしなかったら、セイゾンがコンナンだからだ。サイボウはそれぞれや

くめをもちながらキョウリョクしている。ただ、キョウリョクするだけではだめだ。そ

れぞれのやくめをはたさなければならない。そこをかんちがいしてしまうと、シュウダ

ンにマイボツしたり、ツゴウのいいひとになったりしてしまう。おおきなタンイのセイ

ゾンになにかキョウリョクできればいいのではなかろうか。
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